
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

2日（水）セーフティーセミナー（そら・きいろ） 

4日（金）カワイ体育教室（幼児部） 

5日（土）希望登園日 

8日（火）保幼小交流活動-授業公開（そら） 

9日（水）ネイチャーゲーム（そら） 

10日（木）英語（そら） 

12日（土）希望登園日 

14日（月）お誕生日会 

17日（木）ぴよぴよらんど 

18日（金）終業式、お弁当日、避難訓練 

19日（土）美祢っ子広場 

21日（月）海の日 

24日（木）大嶺小学校保育体験、教育研究大会 

26日（土）希望登園日 

29日（火）ヤクルト出前講座（幼児部） 

30日（水）児童クラブ 1.2年生交流 

認定こども園美祢幼稚園 

 えんだより 

水あそび 

「キャーキャー」と楽しそうな声の響く水遊び。

手作りおもちゃや、噴水、プール、砂場での泥あ

そびと、様々な感触を楽しみながら、豪快に遊ぶ

姿も見られます。その裏では先生達は大忙し。  

水遊びが終わったら、子ども達の体をふいたり、

道具を片付けたり、汗びっしょり…。 

衣類は園で簡単に水洗いをしていますが、ご家

庭でも汚れた服の洗濯で大変と思います。 

しかし、思いっきり泥あそびができるのも、今

だけです。泥や水の感触を楽しみながら、乳幼児

期ならではの遊びを楽しんでほしいと思います。 

七夕 

 五節句の 1 つで、「笹の節句」とも言われます。 

～七夕の星伝説～ 

わし座のアルタイルとこと座のベガが天の川

を隔てて向き合っています。旧暦 7 月 7 日の夕

方から深夜にかけて、天の川が南北に走って真

南の線上に月がかかります。月の明るさにより、

1 年に 1 度だけ天の川が見えることから、織姫と

彦星が会うことができると言われています。 

～七夕送り～ 

七夕の翌日、七夕飾りを海や川に流す風習。

笹に心身の穢れをうつして流し、身を清める。 

7 月（文月 ふづき）の抄 

 運動会も終えて、子どもたちが成長している姿を嬉しく思います。取り組みの中でいろんな試行錯誤もありましたが、  

できたことが自信につながりました。皆さんのお陰です。ありがとうございました。 

 お寺のお話に共命鳥（ぐみょうちょう）という鳥のお話があります。1 つの身体に 2 つの頭をもつ鳥。2 つの頭には   

それぞれに名前があり、「カルダ」と「ウパカルダ」という名前です。それぞれに考え方は違いますが「いのち」は、     

つながっています。ある時、「ウパカルダ」の眠っている間に「カルダ」が美味しい果実を食べました。それを知った   

「ウパカルダ」は大変怒り、今度は「カルダ」が眠っている間に「ウパカルダ」が仕返しをしようと思って、毒がある    

果実を食べてしまいます。その結果「カルダ」と「ウパカルダ」は共に、毒で死んでしまいました。 

このお話にはそれぞれの考えがあり、「カルダ」は美味しい果実を一人占めしようとした訳ではありませんでした。  

眠っている「ウパカルダ」を起こすのが気の毒でもあり、自分が食べることで、体は 1つなので「ウパカルダ」の栄養に

もなると判断しました。しかし「ウパカルダ」そのことに気づかずに、黙って食べたことに怒り、仕返しと思ってした   

行動が逆に自分の「いのち」を落とすことになったのです。怒りや憎しみの心とは、時には生き方を変え、人生を狂わせ

るほど怖いものです。片方が取る行動が、もう片方に影響を及ぼします。 

私たちの生活環境にも似たところがあると思います。それぞれ考え方は違いますが、「みんなちがってみんないい」の

心をもって生きていきたいものです。 

子どもたちの笑顔のために。 

そしておうちの方、先生方の笑顔のために。 7 月のねらい 

そらいろ組 

○夏を楽しく過ごそう 

夏の生活を楽しみながら、自然現象に興味・関心を深める。 

きいろ組 

○夏を楽しく過ごそう 

夏の遊びを工夫して、楽しく満足感をもって遊ぶ。 

ももいろ組 

○楽しい夏 

夏の自然に触れ、興味・関心をもつ。 

つぼみ組 

○夏の遊びに触れよう 

夏期の健康に留意し、水分補給をしながら、水や土に触れて遊ぶ。 

ひよこ組・ひな組 

○夏を元気に過ごそう 

砂、水などの身近な自然に触れ、夏の遊びを楽しむ。 

土曜日利用について 

8月の希望登園日は、9日、30日です。 

利用希望の方は、7 月 19 日（土）までに、用紙を

提出して下さい。期限を過ぎての申込はお受け

できないこと、ご了承ください。 


